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議事録

１・院内勉強会の実施

　　実施日　６月２５、２６日　

　　講師　　杉澤　八重子

　　内容　　・褥瘡出現から処置、治癒するまでの一連の流れの資料

　　　　　　・実際の褥瘡患者の写真(パワポ)

　　　　　　・ケア計画立案内容

２・病棟又はフロアラウンドの実施日

　　南山→土曜日(今月は６月２３日)　１５時以降

　　病院→日曜日(今月は６月２４日)　１０時頃

　　※基本的に杉澤さんが撮影し、利用者及び患者に対しての誘導などの補助を委員が行うが

　　　委員が撮影できるように、杉澤さんに撮影のポイントを聞いていく。

３・褥瘡委員内での勉強会

　　　今年から看護以外に介護も委員会のメンバーに加わった為、介護は褥瘡に関しての知識が

　　乏しい。まずは委員全員が褥瘡に対しての認識を統一させてから、職員に呼び掛けていく

　　事が先決である事から、委員内での勉強会の実施を検討。

　　　介護は体位変換や、褥瘡の補助用具使用に関する外からのケア方法には、たいてい周知で

　　きているが、栄養面についての知識、アプローチ方法の知識が乏しい為、次回の委員会では褥瘡のケアするにあたっての栄養面でのアプローチ全般について勉強会を実施します。　　　　　どうすれば褥瘡が予防できるか、できたらどのようにケアをしていくのか？を、外側とと体の内からの見方と、ケア内容、ご家族との関わり方などを、委員会を通して勉強していく。

４・補助用具発注の検討

　　　南山苑では補助用具が足りず、マットは利用者の褥瘡の悪化状況をみて、優先的に使いまわしをしている状況である。老健である為、起きている利用者が多い為、臀部に褥瘡が出来やすい人用のクッションや耐圧分散マット購入を検討中である。上半期で稟議書作成し、提出していく予定

　

５．患者様、利用者様のケア検討

　森　伊勢松様　褥瘡部位　右膝　右踵部　仙骨部　ブレ-デンスケール　　１３点

　右膝　D３ｅ２ｓ２ｉ１Ｇ４ｎ０　仙骨部　ｄ１ｅ０ｓ０ｉ０ｇ０ｎ０

　右踵　D３ｅ２ｓ２ｉ１Ｇ４ｎ０

●現状

　　持ち込み発生の方。以前入院していた病院で、湿布貼用繰り返したことにより、表皮剥離の

状態だったが、食事摂取不良と本人様あまり動きたがらない事から創部の悪化みられ、６月初めに境皮膚科受診し、循環がわるいのでは？もう少し体を動かしたほうがいいと担当医のほういからコメントありました。ご家族に協力を得てカロリーメイトを摂取して頂いている。

· 今後の対応について

食事量低下があるのであれば、血検実施し、現状の数値がどの程度か、また、それに伴い栄養の方で、補助食の提供ができないのか？

⇒褥瘡セットは料金が高いので、ヘモグロビン、鉄、アルブミン、タンパクの項目のみだけでも採血してみてはどうか？

　その後、数値をみて栄養士と相談し、今後検討していく。

その他の体位変換、陰部洗浄、座位時の９０度保持などは継続して実施していく。

５・その他

　　次から、委員会欠席する場合は、事前に委員長まで連絡お願いします。委員会の業務の一つなので。

　　　

６・次回の委員会日　　　　　　　　７月４日(第１水曜日)　　会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　１５：００～１５：３０









